




























































































の松村茂平が一足先に西荘を故郷福光へ送り届け うえで 単身福井辺り 王と合流して一緒に金沢に入り、王 福光まで案内したのかもしれない。このように想像するなら、 さねとう氏の金沢到着時 説明に西荘への言及がないことにも説明がつく































































































































































































祭りがあり、北洲はここで王に会い 筆談をした。二十五日に 北洲が王を旅舎 訪ね、この時「先生の書を請う友人が多い」と伝えた。二十七日に 北洲が を自宅に招待した。その時の筆談で王は「先日、新地へ出かけた。富山の高峯先生が宿に来て、自分を誘ってくれた」と述べた。
以上で、筆談資料に基づいた王の金沢での活動のまとめを終えることにするが、最後にその名が出てきた「高峯先生」につ






























































































































































































































られた太田久夫氏が一九七四年十月三日の『富山新聞』第八面 文化」欄所載の「王治本と富山県」と題する文章の中で、 「私は二年前の秋 上京した折、 高峰精一の漢詩に王治本が朱筆で添削 たものを見せてもらったことがあ」ると記しておられる。
さて、 藤田ら一行は同月三日には福光までやって来た。遊説旅行の詳細は、 『郵便報知新聞』に藤田の執筆により「北遊紀行」
という題で十五年十一月八日から十六年二月二十一 かけて断続的に連載されてい が、 十六年一月十三日の同紙掲載の 「北遊紀行」 によれば、 藤田らは二日の 「夜八時福光村ニ達シ」 た。翌三日の福光でのこと 「北遊紀行」 に次のように記され いる。
−64−


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































骨の謙三氏」に詳しく、 「松村家略図」も載っている。なお 松村寿 には、 福光の今昔について述べた『福光ゆめ散歩』 （松村懸壺堂文庫、二〇〇七年）の著書がある。
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第参編』 （石川県図書館協会、 一九七四年） 三三一頁。北國新聞社出版局編 『石川県大百科事典』 （北國新聞社、















































































小池梅所 （梅処とも。一八三一～一九一三） は金沢の御徒町 住み、 上海にも遊歴して南宋文人画を能くし、 篆刻も能くした人。畑中榮 「加越能詩作者略傳
　







五編』下（二十四年）二十四～二十六丁、 玉井敬泉編『加能画人集成』 （金沢文化協会、 一九三五年）十七頁、 『改
訂増補
　
加能郷土辞彙』 三〇六頁、 石川県 『石川県史
　
第参編』 （石川県図書館協会、 一九七四年） 三二八～三二九頁。
　
井口孟徳 （一八一二










中村竜渓（一八五七～？）は、 明治八年三月師範学校に入学、 卒業の後、 石川郡相川小学校五等訓導に任ぜられ、
次で松任小学校、 栗ケ崎小学校へ転任した人。ルーブル社出版部編『大日本人物名鑑』巻四の一（ルーブル社出版部、 一九二一、 二二年） 。
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35　「栗本翁」は、 『郵便報知新聞』の主筆を務めた栗本鋤雲（一八二二～九七）のこと。なお、 これと同じ文章が、 福光町史編纂委員会編『福

















































































































平野豊次郎編輯兼発行『藤陰遺稿詩』 （四 一 ）巻之二、 十二丁。
　　 　 　　 　　 　　　　　 　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
（しばた・きよつぐ
　
本学教授）
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